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登録リスト（該当：367件）
  ≪  1  2  3  4  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 壱叶・三かわ連署願文]	壱叶・三かわ連署願文	この文書は戦国時代の武将室賀信俊の妻壱叶と、信俊の弟経秀〔の妻三かわが、武田信玄に従って出陣した夫〔の無事を、下之郷大明神(生島足島神社)にお祈りして差し上げた、お願いの文書で、願文といいます。戦国時代の女性の願文や女性の花押〔かおう〕(書〔か〕き判〔はん〕)を記した文書は、例が少なく大変珍らしいものであるそうです。

この時代の女性の苦悩がうかがい知れます。
https://museum.umic.jp/bunkazai/document2/089-5.html	2023-01-30
	2	[image: 上田の名将とのつながり]	上田の名将とのつながり	上田で最も知られる一族といっても過言ではない真田氏、なかでも真田昌幸は甲斐の信玄の元へ送られたと伝えられています。人質といっても、奥近習おくきんじゅう（小姓こしょう）として信玄に仕え、十四歳のときには、川中島合戦で初陣を果たしたそうです。

https://museum.umic.jp/jinbutu/data/051.html	2023-01-30
	3	[image: 武田信玄願文（県宝）]	武田信玄願文（県宝）	　武田信玄は、上杉謙信との戦いに備えて、東信濃の名社生島足島神社に、願文を献げ、今後の戦について深く祈願するところがあったそうな。
　これがその願文で、おわりに永禄２年（１５５９）と記され、信玄自筆のものといわれています。
「謹んで、下之郷諏訪大明神に申し上げます。私（信玄）は、越後の軍勢（謙信をさす）が攻めてくるので、戦うがよいかどうかト（うらな）ったところ”吉”という卦が出ました。そこでこの天の教えに従って出陣いたします。何卒私の軍に勝利を与えられ、長尾景虎（謙信）が逃亡するようお助けをお願いいたします。もし私が凱歌をあげて帰国しましたなら、今年から１０カ年間、毎年青銅貨１０緡ずつお社のために上納いたします。」

調べて知ったことですが、信玄は戦国大名の中でも占いマニアだ	2023-01-30
	4	[image: はじめに～武田信玄と上田のつながり～]	はじめに～武田信玄と上田のつながり～	武田信玄は戦国時代に甲斐国(山梨県）の守護を独占してきましたが、一見関わりのなさそうな上田とはいったいどのようなつながりがあるのでしょうか？。

信玄は領地拡大のために信濃に侵攻した歴史が残っています。現在の上田地域を支配していた村上氏との上田原の合戦、砥石城の戦いで負け戦さとなったものの最終的には、村上氏をも越後へ敗走させ、川中島の戦いを経て北信濃までその支配下に治めたのがおおまかな史実です。

上田との関わりは、玄配下の武将たちが起請文を奉じた場所が生島足島神社であり、数多くの古文書が残されているという点です。
　
https://museum.umic.jp/ikushima/komonjyo/index.html	2023-01-30
	5	[image: 塩田平の魅力の発信]	塩田平の魅力の発信	塩田平のちにはため池が点在しており、塩田平の駅を降りるとため池が広がっています。もともとこの土地は塩田３万石といわれる上田藩の穀倉地帯だったのにも関わらず、恵みの雨が少ない地域でした。そのため、古くから人々にとってため池は、支えになっていたのです。そして、この塩田平には長い歴史があります。歴史があるということは、人が生きた物語があるということです。私は、こういったものを上田の地元の人はもちろん、観光客の方にも伝え発信していきたいと考えました。
こういった、地方の魅力を磨き上げ発信していくためには、まず若者の力は必要です。しかし、現在、地方の若者の人口は年々減少し、若者はみんな都心に流出していしまっています。その原因には、地方の地元の魅力をあまり理解できてなく、利便性だけが追	2023-01-23
	6	[image: 三枝昌貞起請文]	三枝昌貞起請文	生島足島神社には、甲斐から信濃へ版図を広げた戦国大名の武田信玄とその家臣達の起請文が数多く残されている。

起請文とは、主君に対して家臣が忠節を神仏に誓って尽くすことを決意表明した文書である。

基本的に、主君を裏切らないことや他国と勝手に文通をしないこと、賄賂を受け取らないこと等を誓うのだが、三枝昌貞の起請文は普通の起請文とは違う内容が書かれている。

内容は「信玄様に対して、如何なることにおいても愚痴を言わないこと」。このような起請文は珍しく研究の価値があるのではないだろうか。	2023-01-23
	7	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	8	[image: 大正期には「キネマ文字」のフォント集まであった]	大正期には「キネマ文字」のフォント集まであった	矢島周一は大正15年（1926）3月に日本で最初のタイポグラフィー字典といわれる『図案文字大観』を出版。自らの映画広告のレタリング制作の経験から考案した書体を集大成したという。以後の日本映画広告では明らかにこの『図案文字大観』の書体が活用されており、使用事例が幾つも確認できる。



『図案文字大観』　矢島周一・著　1926（大正15）より引用	2023-01-09
	9	[image: 2023元日の上田]	2023元日の上田	2023年の元日は晴天に恵まれ、塩田平にある生島足島神社へ初詣に出かけました。いつも見慣れている風景ながら、「上田とはどんなところか？」、改めて眺め直してみました。

上田からは烏帽子岳が最もよく見えます。何よりも烏帽子状の山容が美しい。

次に美ヶ原、深田久弥が「日本百名山」に選んだ山の一つ。山の頂は起伏が極めて少なく平坦に長く続き、これが一つの山とは認知しがたいぐらいに「控えめ」な佇まいをしています。地元の人は美ヶ原とは呼ばず「うつくし」と呼びます。山頂はほぼ平坦ながらわずかばかり高く見える山頂にテレビ塔がいくつも立ち並んでいます。美ヶ原はこのテレビ塔の存在がアクセントとなり不思議に美しい。

小牧山は地元の人々もそれが何山かを意識することなく存在している超低山です。この地点は地	2023-01-03
	10	[image: 枝垂（しだれ）桑]	枝垂（しだれ）桑	枝垂（しだれ）桑

蚕糸試験場　蚕糸の森公園
東京都杉並区

桑の品種改良がおこなわれ沢山の品種が生まれた
観賞用の品種


史料ID	タイトル	西暦	備考	発行年月	配置	目録頁	分類番号	巻・号	著者	発行元	発行場所
文献	cb-福-14	桑品種の図解	1925		大正14年11月			B-福-14			福島県桑苗同業組合	福島県

文献	c亅-1-96	桑品種図説	1926		大正15年8月			亅-1-96			長野県蚕業試験場	

文献	ca-2-12	桑品種図説	1926		大正15年3月			A-2-12			長野県蚕業試験場
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto/

naganuma	2022-12-17
	11	[image: 蚕の蛹：活用考察④]	蚕の蛹：活用考察④	この写真は生島足島神社です。
ここには池があり鯉や鴨が生息していて、餌やり体験が出来ますが、基本的に人工飼料です。
ここに蚕の蛹を練り込むことで、高タンパクである虫の栄養素を吸収させて肥大化を防いだり、自然素材である昆虫を使うことで過度な餌やりによる水質汚染が防止できる可能性があります。
綺麗な池の様子を保つことに一役買えるかもしれません。	2022-12-05
	12	[image: 桑の葉を上田名物へ（？）]	桑の葉を上田名物へ（？）	養蚕業の名所となった上田ですが、近年は正直見向きもされないような産業です。そこで、上田でよく採れた桑の葉を用いてお茶やお菓子を作り、お土産として売り出そうという動きがあります。「みすゞ飴」などで有名な飯島商店は「桑の葉糖」というお菓子を、上田市観光協会では石鹸を作るなど、自地域の特色を十分に発揮した商品を売り出しています。上田駅などにもあるのでお土産にどうぞ。	2022-12-05
	13	[image: 上田市のお土産と言えば…]	上田市のお土産と言えば…	長年上田市のお土産を代表していた飯島商店。
ここのみすず飴は老若男女に慕われています。	2022-12-05
	14	[image: 上田市と大正ロマン]	上田市と大正ロマン	上田市には柳町以外にも旧常田館製糸場、上田蚕種会館、信州大学繊維学部講堂など蚕都を感じさせる建築物が多く残っている。また、市には、このような建物以外にも別所温泉周辺の旅館や施設、またみすずあめの飯島商店、上塩尻など「大正ロマン」あふれる街並みが多く顕在しており、最近では上田を紹介する際にも「大正ロマン」というワードが使われているように感じる。これを活かし、町のデザインや都市開発につながってほしいと考える。	2022-11-30
	15	[image: 上田紬]	上田紬	日本三大紬とは主に、大島紬、結城紬、上田紬のこと指すそうです。この日本三大紬の中の一つが上田にあるということで、調べてみました。
　上田紬の特徴は、柔らかい肌触りの生地に、丈夫で、夏は涼しく冬は暖かく感じられることである。また、上田紬は、大島紬、結城紬と違って縦糸をまっすぐな糸で、横糸で真綿から引いた糸という少し波がある糸を使っていることも特徴です。
小岩井工房は、現在も上田紬を作っている数少ない工房です。そこでは着物も以前は紺色などの色が主流で一般の人々が日常で着ていた着物でしたが、現在では着物はあまり着られなくなって残念と話していました。また、今はグラデーションや、パステルカラーなどを使った今風の着物も出しているそうで、色のバリエーションを増やすなどすることで今の需要の変	2022-11-30
	16	[image: 桑折における養蚕業①]	桑折における養蚕業①	福島県の北側に位置する桑折町は現在毎年皇室に桃を献上することから献上桃の郷として知られていますが、実は古くから養蚕との関係が深い地域とされています。

養蚕には、蚕を育てて繭を出荷する養蚕業と蚕種の売買の二つがありますが、桑折町では江戸時代からそのどちらの生産も盛んでした。そのため、桑折町を含む伊達地方の蚕種（蚕の卵）は「奥州本場蚕種」として全国に販売され、輸出もされていました。その後、明治からの昭和初期にかけては製糸業が発展しました。昭和８年には郡是製糸工場が桑折町に建てられ、約500人の女性従業員を雇用すると共に工場内に「家政女学院」が設立されたことにより、女性に教育と労働の機会が与えられたといいます。昭和２２年には昭和天皇も視察として訪れ、記念として「蚕祖神」の記念碑の建設	2022-11-30
	17	[image: 上塩尻における養蚕業②]	上塩尻における養蚕業②	本来常田製糸場を訪れるつもりだったのですが閉館時間が過ぎてしまい、「手織り上田紬小岩井工房」に向かいました。西上田駅から国道のそばを通り、小道に入った先にありました。遅い時間に訪れたのにも関わらず、ご丁寧に案内してもらい、二階にある機織り機も見学させてもらいました。

上田紬は結城紬（茨城県結城市を中心）と大島紬（鹿児島県奄美大島の奄美市名瀬地区を中心）に並ぶ日本三大紬に選ばれており、丈夫かつしなやかで縦糸と横糸の重なりによって多様な柄や色合いを生み出すのが特徴とされています。


入ってすぐ左側には買い物ができるスペースがとられています。そこで様々な話をお聞きしましたが、中でも小岩井工房の方が考えられたという「りんご染め」の上田紬がとても興味深かったです。りんごの品種と媒染の	2022-11-30
	18	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	　生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の2神が祀られ、摂社（下社・下宮）には諏訪大神が祀られる信濃屈指の古社である。

　ご本殿は神池に囲まれた神島のまわりを老樹に囲まれて建っている。御扉の奥には御室と呼ばれる内殿があり、内殿には床板がなく大地そのものが御神体として祀られている。この池を巡らせて神域とされる島を作る様子は「池心の宮園池いけこころのみやえんち」と称され、出雲式園地の面影を残す、日本でも最古の形式の1つとされるものである。

　2枚目の神楽殿からちょこっとのぞく内殿の写真が個人的ベストショットです。	2022-11-30
	19	[image: 小島大池]	小島大池	全国ため池100選　小島大池
起源：1618年
貯水量：102000m^3	2022-11-30
	20	[image: 傷ついた画布のドーム]	傷ついた画布のドーム	　無言館の第二展示館である「傷ついた画布のドーム」「オリーブの読書館」を訪れた。
　ドーム型の天井には画学生のデッサンや下絵が380点余り貼られている。入り口前にある庭には沖縄の磨文仁の丘の石が敷き詰められており、作品が展示されている没画学生も戦時中に踏みしめていたのかもしれないと思うと心を締め付けられた。
　オリーブの読書館には多くの美術関連書籍が壁一面に並んでいて、日差しが差しむ静かな館内で読書を楽しめる。他にも無言館館長の窪島誠一郎さんの著書も閲覧できた。	2022-11-30
	21	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	日本の真ん中に位置していると言われている「生島足島神社」です。池には鯉や鴨がいて、餌やりができました。	2022-11-30
	22	[image: 上田紬について]	上田紬について	上田紬は結城・大島紬に並ぶ三大紬として江戸時代から称されていた。上田で蚕種の製造がはじまり、生糸にできなかったまゆ、くずまゆを紬の原料にしていた。良質であったため紬織りが盛んになったのだ。今回訪れたのは藤本さんである。こちらは上田東高校から近くの工房だ。浴衣なども織っていて現在も上田紬の魅力を発信している。私自身過去に小岩井公房さんで機織り体験をさせていただいた。とても難しく、職人の多大な労力を要するものであった。そこでお話を聞いたのが、上田紬を後世まで伝えていきたいが、職人不足が問題だとおっしゃっていた。上田にたくさんあった工房も今では２件である。一時期は日本の蚕業を支えていた蚕都上田がこのように衰退してきている。私たち学生が上田紬を使って何か発信できたらなと思う。	2022-11-29
	23	[image: ストーブ]	ストーブ	2022.11.29

蓼科高校に教育支援へ。
長野の学校は冬になるとストーブが設置されるらしい。今ではエアコンの設置も増えてきたみたいだが、蓼科高校では写真のようなストーブが。
雪国だなぁ、という感じがする。

上には桶に水が張ってありなんだろう？と思い聞いてみると加湿器の役割を果たしているらしい。ストーブの熱が桶に伝わり水が蒸発していた。

去年、徳島県の祖谷のかずら橋に行った時ストーブの上にやかんが置いてあったのを思い出す。お店のおばちゃんがそこからコップに麦茶を注ぎ出してくれた。麦茶の温度はちょうどよかったのを覚えている。	2022-11-29
	24	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	県内でも諏訪大社に次いで古いとされている生島足島神社。創建がいつかはっきりしていないが、平安時代の書物にはその名が記されていた事から、かなり古い歴史を持つことがわかる。生島足島神社では毎年1月に、お粥を使ってその年の農作物や蚕の出来高を占う行事が行われており、蚕都としての長い歴史を垣間見ることができる。	2022-11-28
	25	[image: 二十四の瞳]	二十四の瞳	2022/03/01

二十四の瞳の舞台。小豆島へ。
小豆島というと私が思い浮かぶのは「オリーブ」「二十四の瞳」「昔の車のCM」。小学校の頃からいつか行きたいな～。と思っていた。

小豆島に入ってすぐに、二十四の瞳の像が。
うわ～、ホンモノだ。写真で見てたやつ！となり小豆島に来たんだな～と実感した。
その後、車で小豆島を回り念願の「二十四の瞳映画村」へ！

しかし、なんとコロナウイルスの影響で臨時閉館していた。行きたくてたまらなかった私はすき間から映画村をたくさん覗いた。
二十四の瞳映画村がしまっていてショックを受けたのかなと思いながら、この日の日記を見ると


「二十四の瞳映画村にいくと臨時休館していた。また小豆島に来る理由ができた。ラッキー！」（当時の日記より）

と書いてあった。
いや、、どん	2022-11-25
	26	[image: 上田倉庫]	上田倉庫	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
二つ目が現在はみすず飴本舗飯島商店になっている場所で、上田倉庫です。
当時は信越線上田への出荷前線基地として活躍したそうです。	2022-11-24
	27	[image: 高崎駅]	高崎駅	2022/11/04

福岡から来てくれた友達を迎えに高崎駅へ。
本当は上田駅まで来る予定だったのだが、東京駅で迷ったらしく新幹線の終電に乗り遅れたので高崎駅まで行った。

私も友達も糸島市出身で田舎者にとっては東京駅は迷路。	2022-11-21
	28	[image: 一番お世話になっている神社]	一番お世話になっている神社	生島足島神社に行ってきました。我が家から徒歩10分程度で行けるので初詣に毎年訪れています。パワースポットしても有名らしく観光バスなどをよく見かけます。様々な行事を行っているので今度参加してみたいなと思いました。身近な場所が有名になると自分も誇らしくなります。	2022-11-18
	29	[image: モアイ像]	モアイ像	なぜか上田にはモアイ像がいっぱいいる気が。
町中の居酒屋さん？の前でモアイを発見。
上田東高校前のファミマにもモアイが！
調べてみたら上田だけじゃなくて長野県的にたくさんいるみたいでした。
なぜなのかを調べたかったのですが理由については不明です。世界遺産になっているイースター島のモアイ像の設立理由も謎のままのようなのでちょっと似ているなと思いました。	2022-11-13
	30	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	明治27年に上田倉庫株式会社の蚕繭集積倉庫として建築され、蚕繭出荷の前線基地として活躍した繭倉の一つです。
蚕都上田が盛んだった当時は数十棟の繭倉が上田駅前に軒を連ねていましたが、終戦後は生糸関連産業が急速に衰退し、昭和30年代から40年代前半にかけて次々と取り壊されていきました。
昭和45年、飯島商店（現在のみすゞ飴本舗）が諏訪倉庫から2棟の繭倉を購入し、現在も飯島商店事務棟・作業棟であるとともに、当時の蚕都上田について知ることができる貴重な産業遺産になっています。	2022-11-13
	31	[image: 上田紬の歴史・特徴]	上田紬の歴史・特徴	上田紬は今から約400年前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりだそうです。
江戸時代には結城紬（茨城県・栃木県が主な生産地）、大島紬（鹿児島県が主な生産地）と並んで上田紬が日本三大紬のひとつに数えられました。

上田紬は手触りがよく、軽く丈夫で吸放湿性の高いことが特徴です。
また、縞と格子柄が特徴の上田紬は縦糸と横糸の重なりで様々な色や柄が生まれます。

小岩井紬工房さんで工房見学をさせていただき、上田紬についてお話を伺いました。
写真は小岩井紬工房さんで見学させていただいた際の写真です。	2022-11-13
	32	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	現在のみすゞ飴本舗は、上田駅から出荷される蚕の繭の一時集積用に建てられた繭蔵でした。蚕の業の衰えとともに次々と壊されていった繭蔵の中で、僅かに残った2棟を飯島商店が購入し、今は国指定登録有形文化財となっています。
みすゞ飴や、蚕の餌でもあった桑の木の実のジャムも販売されています。

場所  お城口から徒歩3分
営業時間  10:00～18:00	2022-11-03
	33	[image: 生島足島神社]	生島足島神社		2022-11-03
	34	[image: 長福寺]	長福寺	生島足島神社に隣に建つ長福寺は平安時代の康保2年（965）創建で、創基は祐存上人と伝えられている。境内の一隅にある八角円堂は奈良、法隆寺の夢殿を模して、二分の一の縮尺で建てられた美しい御堂で、信州夢殿と呼ばれて親しまれている。
境内の中で一番目立っていたのはやはり八角円堂で普通の寺とは全く異なる印象を受けた。	2022-11-01
	35	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	創建は不詳。社伝では、建御名方富命（摂社諏訪神社祭神）が諏訪へ向かっていた時、この地に留まり、生島・足島両神に米粥を煮て献じたという。この伝承から、生島・足島両神は当地の地主神であると見られており、伝承自体は現在も特殊神事の「御籠祭（おこもりさい）」に名残を残している。
赤を貴重とした建物は周りから見ても大変目立っており、訪れたのは平日だったにも関わらず参拝者は多くいた。	2022-11-01
	36	[image: 妙光寺]	妙光寺	上田市街にある妙光寺の弁財天は、日本三大弁財天のひとつ、宮島の厳島弁財天の分身であり、歴史ある弁財天になります。
弁財天は、8つの功徳、弁財（話し上手）、財宝、福徳、知恵（入試）、延寿、厄除け、開運、勝利があります。この弁財天は、上田市街のパワースポットでもあり、ご利益を授かりたい人が訪れるお寺でもあります。	2022-11-01
	37	[image: 上田探検　まちなか　みすゞ飴本舗]	上田探検　まちなか　みすゞ飴本舗	ここはみすゞ飴本舗飯島商店という店舗であり、主に季節に合わせたジャムやゼリーなどを販売しています。店舗は国登録有形文化財になっており、今でも根強い人気があるお店である。	2022-10-31
	38	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	こちらは有名な観光地ですが、せっかくなのでよって写真を撮りました。生島足島神社です。赤い建物がとても美しく、池の鯉もゆったりと泳いでいて、風情を感じる場でした。また平日にも限らず多くの人でにぎわっており、上田の観光地として大きく貢献しているのだな、と目で感じました。	2022-10-31
	39	[image: コミュニティーカフェ「縁舎」]	コミュニティーカフェ「縁舎」	生島足島神社のすぐ近くにあったあったカフェ、縁舎の写真です。この日は運悪く店がお休みでした…
外装、特に瓦屋根や年季の入った壁などから、とても風情を感じてすてきだな、と感じました！	2022-10-31
	40	[image: 生島足島神社の景観]	生島足島神社の景観	現在生島足島神社は紅葉が神社の赤に映えていて、より生島足島神社の赤がきれいに目立っている。	2022-10-31
	41	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社は日本の中心にあると呼ばれている神社です。
内殿には床板がなく大地そのものが御神体としており、平成10年には県宝になっています。	2022-10-31
	42	[image: 生島足島神社大鳥居]	生島足島神社大鳥居	大学の近くの道に突如ある大きな鳥居を見つけました。
田園の中に建ってある鳥居はとても迫力がありました。	2022-10-31
	43	[image: 風格ある下之郷公民館]	風格ある下之郷公民館	選挙のために訪れた下之郷公民館。道路の向かいには、生島足島神社がある。公民館というと、割とモダンなイメージがあったため、お寺や伝統のある民家のような風格のある建物に驚いた。	2022-10-30
	44	[image: みすず飴本舗  飯島商店]	みすず飴本舗  飯島商店	上田市のお土産として人気のあるみすず飴を買うならここがおすすめです。
1924年から長年にわたって店を構えるこの店舗のみすず飴は弾力性があって柔かく果汁の風味と独特の歯ごたえが老若男女から人気なので食べたことない人は是非。	2022-10-29
	45	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社です。古くから塩田平は日本の中心であると考えられ、生島足島神社は日本中央の神社であるとされていたそうです。生島足島神社の最大の特徴はやはり、七年に一度開催される御柱祭です。横浜市には、神社はもちろんありますが御柱祭のように地域全体で作り上げるようなお祭りはほとんどありません。地域の結びつきが強い地方ならではの特徴だと思いました。	2022-10-28
	46	[image: 生島足島神社の野鳥]	生島足島神社の野鳥	こちらはコゲラという野鳥です。
木が多い公園などでは見かけるものの、住宅地のど真ん中にはいない鳥です。この生島樽島神社は住宅地の中にあるにも関わらず、自然が比較的豊かな場所であることが分かります。


今日見つけた野鳥はスズメ、シジュウカラ、コゲラ、ハシボソガラスの4種でした。まだ冬に見られる野鳥は来ていないようなので少し微妙な印象ですが、可愛い姿が見れたので満足です。ちなみに、先ほどアップした御柱にシジュウカラが一瞬だけ止まる姿も確認できました。	2022-10-26
	47	[image: 生島足島神社のマスコットの鳥たち]	生島足島神社のマスコットの鳥たち	こちらは生島足島神社にいつでもいるガチョウ、ゆきちゃんと、合鴨の夫婦です。
三羽とも朝から元気にお食事中です。
とてもかわいいですね！	2022-10-26
	48	[image: 生島足島神社の農産物販売所]	生島足島神社の農産物販売所	こちらは生島足島神社の駐車場です。
由緒正しい神社で、祭や冠婚葬祭などを大規模に行ったりのイメージはあったものの、日常の中でどういった利用がされているのか想像したこともありませんでした。
普段はこのように市場（しじょう）を開くとともに、地域の人達のコミュニケーションの場となっているのですね。	2022-10-26
	49	[image: 生島足島神社の御柱]	生島足島神社の御柱	こちらは今年この神社で行われた御柱を飾ったものです。
実はこれを飾る当日に居合わせていたのですが、その時はクレーン車で引き上げていました。
勿論こんなものを人が自力で地面に刺すのは危険極まりないと思うので仕方ないですが、このような祭りの道具の一つを機械を使って立てているのは少し意外でした。

色んな風に形を変えつつも、御柱祭という行事を地域の人達がどのようにして継続させているのか分かりました。	2022-10-26
	50	[image: 生島足島神社へ]	生島足島神社へ	生島足島神社に行った記録です。
時間は午前6時30分頃、気温は1度で非常に寒かったです。
この神社は神代（かみよ）の時代に建御名方富命（たけみかたとみのみこと）という神様によってつくられたと言われていて、記録に残っているだけでも千年以上続由緒正しい神社です。	2022-10-26
	51	[image: 上田名物(？)]	上田名物(？)	上田駅前にある、｢飯島商店｣。上田名物(？)の｢みすず飴｣を製造しています。	2022-10-21
	52	[image: 江の島]	江の島	夏休みに行った台風の時の江の島です。	2022-10-13
	53	[image: 観光]	観光	生島足島神社	2022-10-13
	54	[image: 松島の海]	松島の海	私はこの春、宮城県から上田に来ました。
写真は夏休みに帰省した時に行った日本三景・松島で撮ったものです。
これから上田市や長野県の魅力的な場所やものをもっとたくさん知っていきたいです。よろしくお願いします！	2022-10-13
	55	[image: 糸島巡り]	糸島巡り	2022/09/15

バイト先の後輩と糸島巡り。

なんと、僕が何度も紹介した「ニーハオポンユー」で福岡にいるときはバイトをしている。

糸島市のドライブはお手のもの。
立体駐車場でよく彷徨っている私もマップなしであちこちを案内する事ができる。

不思議なモノで福岡市の人は糸島市がとんでもなく遠いと思いがち。（実際は車で30分）
知らないことで知らず知らずのうちに視野を狭めているのはよくありがちかもしれない。	2022-10-04
	56	[image: またいちの塩　【解説編】]	またいちの塩　【解説編】	帰省前にまたいちの塩に行ったので、
塩の詳しい精製方法を説明。

ファイルの関係で順番はバラバラだが、
「立体式塩田→釜炊き→仕上げ」
の順で写真をみていただけると、塩の作り方がわかりやすい。

今の時代にこんなメンドクサイやり方でよくしてるな
といつも思うが
このやり方でないといい塩はできないのだろう。

昔の技術ってすごいな。	2022-09-30
	57	[image: 唐津城]	唐津城	2022/09/14

兄弟の学校のお迎えに行った際の写真。

県をまたいで通学している兄弟はほんとに凄い。
私も片道1時間以上かかっていたが、よく欠席していたので誇れたもんじゃない。

しかし、佐賀はいいところ。
人が少ないし、海は綺麗だし。糸島に似た雰囲気がある。

私は帰省すると大抵運転手と化す。
まあ、迎えに行くのは家族に限るのだが。	2022-09-30
	58	[image: なにもない糸島市]	なにもない糸島市	糸島市。
私の故郷である糸島市は人口約9万人の小さな市。
福岡県の西側に位置する。
私は中学から福岡市の学校に所属していたためよく田舎だとか何もないと言われた。

糸島の友達には田舎だから都会の学校や仕事に行く人がよく居る。
確かに、買い物や映画などアミューズメント的なモノはほとんどない。

だが、糸島での暮らしは私にとってすごく心地がいい。
家からは山が見えるし、車で10分ほどで海にもいける。
（よく犬を連れて砂浜に遊びに行く）
家の近くには1つ前の投稿のカフェがあり
お気に入りのパン屋さんもたくさん。
もちろん大好きな温泉も車ですぐ行くことができる。

正直、私は満足してしまう。

何が言いたいかというと、
糸島市は私にとって最高な場所だということ。

ただの故郷の紹介。	2022-09-19
	59	[image: 糸島市　]	糸島市　	2022/07/15

糸島市の商工会議所から糸島市プレミアム商品券のお誘いがあったため購入。
1万円で1万2千円分の商品券と交換というもの。

条件は糸島市在住の人のみと範囲が狭い。狙いとしては糸島市の中で経済を循環させるということらしい。
商品券の加盟店を見てみると町のお肉屋さんや居酒屋さんだけでなくダイレックスやコスモスなどのチェーン店も数多く加盟している。
期限は年末までと少し短いなと思うが、私の家では早くも使い切りそう。

ちなみに観光者用にも「糸島ペイ」というものもあり糸島市内だけで使えるQR決済がある。
使っている人みたことないな～と思い、知り合いの自営業の方に聞いたところほとんど使われないらしい。
観光に力を入れることはイイが効果を出してほしいところ。
観光での利益を市民の生活にきちん	2022-09-16
	60	[image: 櫻井神社　【花手水】]	櫻井神社　【花手水】	2021.11

福岡県櫻井神社で行われていた花手水へ。

たまたま、写真を見返していたら見つけたためマイサイトへ投稿。
たしか、これは母に誘われて訪れた記憶がある。
私の母は昔からとりあえずいろんな事に誘ってくる。
そのおかげで、中学時代に5カ国回ったり日本各地いろんな所に行ったりなかなかできないような経験をしている気がする。

経験の差は、小学生時代や中学、高校時代よりも大学生である今露骨に感じる。
価値観や考え方などはその人の経験から来るものが多いと思う。	2022-09-15
	61	[image: またいちの塩]	またいちの塩	2022/07/12

糸島市にあるまたいちの塩へ。

福岡県に面している海は玄界灘。
福岡県を本拠地とするソフトバンクホークスの応援歌にも「玄界灘の潮風に　鍛えし翼たくましく」と出てくるほどなじみがある。

糸島市は玄界灘の中でも潮目が荒い
として有名でその海水からとれる塩は非常においしい。
私の実家のお塩は昔からまたいちの塩。

ここの名物は塩をかけて食べる『塩プリン』
塩のしょっぱさがプリンの甘さをより引き立ててくれて非常においしい。

ここ、またいちの塩では海水を干し沸騰させ塩を浮かせるという昔ながらの方法で塩を作っている。
その塩は結晶がはっきり見えるほど綺麗。
ぜひ、福岡に行った際は立ち寄ってみては。	2022-09-12
	62	[image: はまぼう]	はまぼう	2022/07/12

福岡県糸島市の市の花「はまぼう」
花言葉は「楽しい思い出」

夏になるとよく見ることができる。
分布は西日本一帯だが近年では見ることが難しい花になりつつあるらしい。

糸島市のイメージキャラクター「いとゴン」も手にはまぼうを持っているほど市民にはなじみの深い花。

去年は見ることができず、2年ぶりにみたが変わらず綺麗でな花だった。	2022-09-09
	63	[image: 長野飛行場跡地]	長野飛行場跡地	長野県長野市大豆島には長野飛行場の跡地があります。長野飛行場は昭和14年に開場され、東京や大阪などに定期便が運行し、その2年後の昭和16年に軍用飛行場として利用されるようになりました。しかし昭和20年、太平洋戦争によって長野市は空襲に遭い、飛行場とその周辺の民家にまで被害が及びました。
戦後は民間飛行場としてセスナ機や鉄道機関、長野県警のヘリポートとして利用されていましたが、平成2年に閉鎖されました。現在は中学校や住宅が立ち並んでおり、一目見ただけでは跡地だとは分からないのですが、当時の滑走路は現在も道路として残っています。
現在の日本は戦争とは無縁のような社会ですが、この飛行場の歴史を知って、戦争というものを少し身近に感じました。	2022-08-09
	64	[image: 志賀島]	志賀島	2022/07/19

福岡県福岡市志賀島へ。

志賀島といえば金印が発見された島としてしられている。
志賀島は島という名称がついているが実は陸続き。
２車線しかない細い道路で九州とつながっている。

志賀島は人生で二回目。
初めて行ったのは幼少期のためほとんど覚えていない。
今回の志賀島の目的は「志賀海神社」！

なんと、御朱印帳を忘れてしまい紙で御朱印帳をいただいた。
神社は山にあり目の前には海が広がっている。
素敵な神社。	2022-07-20
	65	[image: 初日の出]	初日の出	2020/01/01

糸島での初日の出。

僕は毎年・毎年いろんな場所で初日の出を見る。
2020年は近くの堤防で。

海に行ったら見えるだろうという浅はかな考えで海に行くと
しっかりと山とかぶっていた。	2022-07-16
	66	[image: 山形県米沢市福田町三島神社夏詣で]	山形県米沢市福田町三島神社夏詣で	山形県米沢市福田町の三島神社今まで神社の夏祭りを
行ったいましたが、コロナ感染の影響でここ２年間は
行えませんでした。昨年からこの期間夏詣で祭りとして
萱輪を制作して夏詣でとして神社の祭りを行っています。	2022-07-06
	67	[image: 茨城ならでは、イガグリの風景]	茨城ならでは、イガグリの風景	かすみがうら市（出島村→霞ヶ浦町）は、かつては日本一の栗の産地でしたが、その後は生産量が減少し、六次産業に励む笠間市に首位の座を奪われて久しくなります。

かすみがうら市の私の家のすぐ隣にその後植えられた栗の木があり、ちょうどいがぐりがなっていました。いがぐり。茨城の風景です。見た目が美しく、ついつい手に取ってみたくなりますが、触れたら痛いぞ。	2022-07-06
	68	[image: ヲベタ清正公堂　【あじさい寺】]	ヲベタ清正公堂　【あじさい寺】	6月27日（月）

とうとう、私の出身地糸島市の紹介！！

無難に観光地を紹介しようかなとも考えたが、今回は「ヲベタ清正公堂」、別名あじさい寺。

梅雨の時期である6月はあじさいの時期でもある。
普段、ほとんど人が来ないヲベタ清正公堂は
人が外出を避ける6月に多くの人が訪れる。

写真の通り、境内までの道にあじさいが綺麗に咲いている。

日の当たる前の方は枯れていたが、
日陰の部分は綺麗に咲いていた。

今年の初あじさいは富山県で、
満開のあじさいは福岡県。このようなことを考えるとちょっぴり贅沢で特別感があるなと思う。

（余談）
写真に写っている御朱印帳は3冊目！！
こんかいのヲベタ清正公堂から始めようと思い、持って行ったがなんと御朱印がなかった。
よく考えてみるとあじさい寺と昔から読んでいた	2022-06-28
	69	[image: 您好！朋友　【大好きな中華料理屋さん】]	您好！朋友　【大好きな中華料理屋さん】	6月24日（金）

珍しくお店のご紹介。

紹介するのは「您好！朋友」。
王貞治三をはじめ多数の著名人の方々のお気に入りのお店。

実はこのお店、私の中高のお友達のお父さんお母さんが経営しているお店！
ということもあり、福岡に帰ると何度も来店する。

おすすめは酸辣湯麺と炒飯。
残った酸辣湯麺に炒飯を入れて食べると味変してさらにおいしい。

福岡に帰省するとご飯を食べなくても顔を出しに行来たくなるほど、
フレンドリーで親しみやすいお母さんがお出迎えしてくれます。
いつも、食べにくると「わたなべくーん、いらっしゃい。今回はいつまでおると？」と話しかけてくださいます。

福岡のおすすめは？と聞かれたら出身地の糸島市と一緒に紹介するお店です！

また、行きたいな～。


（マイサイトに挙げる予定で	2022-06-26
	70	[image: 立科町散策④　【気づき】]	立科町散策④　【気づき】	2022/06/21（火）

4時間ほど立科町を散策。
十分すぎる時間だろうと思っていたが予想以上に立科町は魅力あふれる町だった。
そのため、思っていた場所の半分も回れず……。
また、次の機会を見つけて訪れようと思う。


短い時間であったが多くの気づきがあった。
最も大きな気づき、感じたことは「もったいない」
ということ。

立科町は芦田宿・大庭遺跡・その他寺社仏閣等
何百年、何千年の歴史を持つ建造物、遺跡、自然が多数存在している。
しかし、そのどれもが生かしきれていないんじゃないか
と思った。

宝の持ち腐れのような感じがしてならない。

せっかくおおきな魅力を持ち合わせたホンモノの建造物、ホンモノの資料、ホンモノの自然があるのなら
生かす以外の選択肢はないはずだと感じた。

もちろん、行政との兼ね	2022-06-22
	71	[image: 北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）]	北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）	2022年05月17日（火）

松本空港9時20分発の飛行機で北海道、新千歳空港へ。

この旅行はFDA（Fuji　Dream　Airline）のお得な飛行機プランを見つけ約1週間前に決まった弾丸旅行！

1歳以来の北海道ということもありテンションMAX。



今回の旅行から新たに始めたフライトログ（写真）を客室乗務員の方に渡して旅行がスタート。

一般的に客室乗務員はCA（Cabin Attendant）と呼ばれているがFDAのみFA（Flight　Attendant）と呼ばれているらしい。

飛行機の中からは日本アルプス、佐渡島、津軽半島などが確認できた。

飛行機を降りる際に、フライトログ帳を返却していただいた。

フライト中にFAさんと何度か会話をして「北海道旅行はほぼ初めて。」ということを知っていただいた。

そのこともあり、素敵な1ページ目のログ帳（写真）を書いていただい	2022-06-09
	72	[image: これ何…？]	これ何…？	先日タイ料理屋に行った時にサービスで出していただいた珍味を投稿します。

パッと見、あさりより大きい貝だということしか分からず、食べてもぷりぷりしていることしか分かりませんでした。

店員さんいわく「赤貝」ということでした。調べてみると、島根県の一部では、おせち料理として振舞われることもあるそうです。

なんか幸せな気分になれました。	2022-06-09
	73	[image: 前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23]	前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23	前川ゼミの藤本蚕業プロジェクト。前回5/12の視察に続き、この日5/23は、藤本蚕業歴史館の所蔵史料を手にして、史料がどのようなものなのか、学生たちから見てどのように関心を持ちうる情報源となるのかを検証しました。

全く予備知識なく初めて触れる「史料」。しかもランダムに選択。それぞれ手にした史料が何物かを物語ってきました。学生Ａ君はそこに記された金額。その時代背景と貨幣価値、そこで行われている取引の活動が垣間見えてきました。学生Ｂ君は生命保険の記録。学生Ｃ君は「奄美大島支場」と記された史料。なぜ蚕種の会社が遠く離れた奄美大島に支場があるのか。

難しいどころか、タイムカプセルから出てきた数十年前の世界が今目の前にいきなり現れてきたという感じです。	2022-06-05
	74	[image: いにしえの丘公園]	いにしえの丘公園	生島足島神社に向かう道中で寄り道をしつつ移動していると偶然古墳らしき物を見かけた。設置された説明文から名前は「他田塚古墳」と「塚穴原古墳」だと言うことが分かった。上田市に住んで2年ほど経つがこんなに身近に古墳があるとは思っていなかったので驚いた	2022-05-17
	75	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社は行った事が無かった為にこの機会に行ってみる事にした。途中で大きな鳥居や信州なのに鎌倉道と書かれた看板に遭遇したりと不思議な物も見かけた。	2022-05-17
	76	[image: 上田地域の道祖神]	上田地域の道祖神	　上田市で三年以上暮らして、自分の出身地と比べてとても道祖神の数が多いと感じた。道祖神は道端にあり、悪霊や疫病などを防ぐ神とされているが、こんなに多いのも何故だろうと感じて探索してみた。

　よく探してみると、普段からそこにあったのに見逃していたものなどもあって、いつもの風景がまた違って見えたのが新鮮だった。

　また、写真のものは生島足島神社の近くにあり、よく見ると「道祖大神」と刻まれていて、珍しく感じた。どういうところが道祖神とは違うのかなどが気になった。	2022-05-17
	77	[image: 大鳥居]	大鳥居	生島足島神社の鳥居は平成2年に再建されたが、昔と変わらず同じ位置にある。神社御所と参道を結んでいるわけだが、非常に大きな鳥居に圧倒される。初めて訪れた際も感じたが、青空に大きくそびえ立つ赤い大鳥居の雄大さに魅了される。	2022-05-12
	78	[image: 生島足島神社御柱祭]	生島足島神社御柱祭	7年に一度行われる御柱祭。ここ上田の地では生島足島神社が実施している。
山からご神木となる数本の大木を神社まで運ぶ。
コロナ禍ではあるが、多くの人々が観覧していた。静寂の中に、伝統行事実施による盛り上がりを感じた。	2022-05-11
	79	[image: みすず飴食べ比べ]	みすず飴食べ比べ	みすゞ飴本舗 飯島商店 上田本店で購入したみすず飴、みすずあられ、生みすず飴を食べ比べてみました。
お馴染みのみすず飴は、ねちねちとした食感のゼリーと、ぺりぺりしたオブラートの食感が特徴的なゼリー菓子です。果物の甘さが強く、噛んでいくとジャムを食べているような濃厚さがありました。
みすずあられは、みすず飴の半分ほどの大きさで、オブラートが粉状になっているゼリー菓子です。みすず飴よりも食感が柔らかく、あっさりしているため、軽い食べ心地でした。
生みすず飴は、フルーツのフレッシュ感が強く、
表面はツルツルしていました。通常のみすず飴と比べてプルプルしており、果物を食べているようでした。
3つのみすず飴を食べ比べてみて、私が一番好きだと思ったのはみすずあられです。みなさんもみすず飴を食べ	2022-05-10
	80	[image: みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる]	みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる	上田駅から徒歩3分程度にある、みすゞ飴本舗 飯島商店 上田本店に初めて行ってきました。
本店は大正モダンな雰囲気で、みすず飴やジャムが販売されていました。みすず飴の他にも大正時代のものと思われる道具、花岡塗という上田市特有の漆工芸品が展示されていました。
ショーケースにはみすず飴が展示されており、宝石のような輝きを放っていました。上田市民ですが、みすず飴がこんなに綺麗なものだとは思っていなかったので驚きでした。

本店を出て少し歩いたところに分店がありました。分店は明治時代に養蚕業が栄えていた頃、上田駅から出荷される蚕の繭を一次集積用に建てられた繭蔵だそうです。この建物は貴重な国民的財産として大切にされています。
分店でもみすず飴やジャムを購入できます。

みすず飴本舗専用の駐車場	2022-05-10
	81	[image: メディアリサイクルショップだった場所]	メディアリサイクルショップだった場所	2021年にグランドオープンした葬儀会館「信州さがみ典礼 青木島法事センター」。
以前この場所には青色の壁と赤い屋根が特徴的だった「メディアメガリサイクル館」というゲームやコミックの販売店が存在していた(2019年に閉店)。また、メディアメガリサイクル館が建つ前は、スーパーマーケットの「アップルランド」が存在していた。

メディアメガリサイクル館はそれなりに目を引く建物だったため、取り壊しになる前に撮影しておけばよかったと後悔。	2022-05-09
	82	[image: パチンコ店があった場所]	パチンコ店があった場所	写真近辺の通りにはあまり足を運ばないが、久々に通過した時、違和感を感じた。
「ネクステージ 長野南店」2022年4月23日にオープンした車の販売や買取を行う店。この記事の投稿日から2週間ほど前に開店したばかり店である。

この建物が建つ前は、パチンコ店「よろこびの街100万ドル川中島店」が営業を行っていたが、2020年4月に閉店。それから一年ほど建物が残っていたが解体が行われ、新しく「ネクステージ」がオープンした。
元の建物があった場所と駐車場の位置が逆になっていたため、建物の横を通った時新鮮さを感じた。	2022-05-09
	83	[image: JR飯山駅の五島慶太翁碑]	JR飯山駅の五島慶太翁碑	JR飯山駅の構内に石碑があるのに気づきました。「五島慶太翁碑」と刻まれています。

五島慶太(1882～1959)は東急グループの創始者です。「碑の由来」には、五島は飯山線の前身である飯山鉄道の敷設に援助の力を尽くしたと記されています。逝去翌年の1960年に飯山駅開業70周年を記念し、五島の功績を顕彰して建てられました。	2022-05-05
	84	[image: この方が教え子でした。]	この方が教え子でした。	上田駅から山側へ上る道途中に小林正子さん、のちの女優松井須磨子さんが、住んでいた家に看板があります。
松代の生まれだそうですが、一時養女として育てられ上田尋常小学校に通っていたそうです。志津衛氏の教え子だったそうで、女優になった後、京城への公演の際には、面会の機会があったそうです。
志津衛殉職の大正７年１２月の年明けすぐ、前年１１月に亡くなった島村抱月の後を追って亡くなっています。	2022-02-22
	85	[image: 千曲川と近代文学①]	千曲川と近代文学①	近代の作家、島崎藤村は「千曲川旅情の歌」という詩を明治38年に発行された「落梅集」で初出している。
明治32年、小諸義塾の教師として信州・小諸に招かれ、小諸で6年間生活し、家庭を持った。
「千曲川旅情の歌」は「小諸なる古城のほとり」から始まる歌であり、長野での生活が藤村の歌に影響を与えていたことが分かった。


 『国立国会図書館デジタルコレクション』に、
『落梅集』が収録されている。	2022-02-15
	86	[image: まとめ・参考文献]	まとめ・参考文献	【まとめ】
今回は本を読む時間をとることができなく、ネットでの情報のみとなりましたが、楽しみながら調べることが出来ました。しかし物語についての情報はあったのですが、詳しい情報はすぐに見つけるのが難しく、計画的にやっておくべきだったと後悔しました。

【参考文献】2022/2/15参照
祈り岩〔源平屋島合戦古戦場〕｜高松市
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kosodate/bunka/bunkazai/shiteibunkazai/shiseki/inoriiwa.html
扇の的弓道大会｜日光の伝統行事｜日光観光ライブ情報局
http://nikko.4-seasons.jp/festival/function_detail.shtml?0:41
郷土の誉れ那須与一｜大田原市
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/docs/2013082771858/
玄性寺 大田原市観光協会 栃木県大田原市の観光案内
https://www.ohtawara.info/spot_detail.html?id=6
那須与一が愛したお寺：即成院｜レンタサイクル京都ecoトリップ	2022-02-15
	87	[image: 那須与一に関係するイベントなど]	那須与一に関係するイベントなど	『扇の的弓道大会』
　　中禅寺湖に浮かんだ船の上の扇を的とした弓道大会です。毎年約1500人が参加します。私も中学生の時に参加したことがあり、先輩から先頭の船に乗っている巫女の人形の名前はキャサリンだと教えられました。根拠はないため、ひとつの噂話として頭に入れていただけるとうれしいです。
　場所→栃木県日光市中宮祠
　日時→8月４日　8：00～15：00

『与一弓道大会』
　　那須与一の偉業を顕彰するための大会です。中高生の参加者は県北地区居住者に限られます。的が扇型になっています。
　場所→大田原市福原玄性寺与一弓道場

『大田原与一まつり』
　　那須与一を称えるまつりです。昼の部には武者行列、子供みこしが、夜の部には与一踊りがあります。令和2年度から令和4年度の3年間休止されています。

『扇の	2022-02-15
	88	[image: 那須与一とは]	那須与一とは	　那須与一は、『平家物語』や『源平盛衰記』に登場する武将です。与一とは10あまり1、つまり11男を示す通称となっています。その名の通り10人兄がいますが、10人のうち9人が平氏の味方となり、残る1人も罪を得てしまったため、与一が家督を継ぎました。その後与一は彼らに那須各地を分地します。屋島の戦いにて扇の的を射ったことで有名です。

　誕生日は不明で、京都伏見にて病死、即成院に埋葬されたと伝えられています。しかしその年月日は史料により異なり、那須系図(那須隆氏蔵)、那須拾遺記によると1189年8月8日、那須系図(続群書類従)によると1190年10月となっています。

　那須与一が頼朝より与えられたと伝えられる荘園は以下の五つです。
・丹波国五賀庄(京都府船井郡日吉町)
・信濃国角豆庄(長野県松本市、塩尻市)
・若狭国東宮	2022-02-15
	89	[image: 梅花堂　寺島理容館]	梅花堂　寺島理容館	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二．三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	90	[image: 呉市のこれから]	呉市のこれから	呉市は、人口減少や災害発生などの危険性を背景に、2020年4月に「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を策定し、再開発を進めている。
伸ばしていきたいポイントのひとつが、市が有する交通便利性だ。JR呉駅から、広島駅まで最速29分である。広島空港までも1時間でアクセスできる。また、呉港からは、広島や四国方面に多くの船が行き来している。この交通の便利性に加え、駅前の再開発を行うことで、住民や、観光客の増加を図る。
また、呉市は高齢化の問題も深刻であり、再開発には自動運転などのスマートモビリティの導入も含まれている。

出典：「呉市ホームページ」
https://www.city.kure.lg.jp/	2022-02-09
	91	[image: 4 上田市の建築物]	4 上田市の建築物	明治、大正から機能を失わず現在まで残り続けている上田市の建物を身近なところから探してみました。
旧宣教師館、上田蚕種協業組合事務所棟、大家駅、飯島商店、別所温泉など数多くあり、この時代から存在する産業や文化を読み解くことが出来ます。
私たちが利用する上田駅も明治21年に開業されたものであり、駅や店が多い街の庶民の生活は非常に賑わっていたのだと思われます。
また、上田市は養蚕業で発展を遂げた地域です。観光、文化、特産品の面でもそれは大きく影響していると思います。	2022-02-09
	92	[image: 上田の地質変化の変遷]	上田の地質変化の変遷	上田地域が誕生したのは、今から2000万年前にもなる。

マグマの移動によって日本列島がアジア大陸から切り離される、という大きな変動があった。その動きの中でできたのが「フォッサマグナ」であり、上田は1700万年前にこの地殻変動によって誕生したといわれている。

陥没していたため、あたり一帯は深い海であった。しかし、1200万年前にマグマの活動によって海底が隆起し、次第に浅い海となっていった。やがて陸地が広がっていき、今から100万年前に現在の上田に近い土地へと変わっていった。

上田が誕生したころは、陥没の影響で深い海となっていたことに驚きを感じた。最初から陸地が広がっていたわけではないということだった。


参考文献
・真田坂　2019年4月　No.26	2022-02-04
	93	[image: 蚕都]	蚕都	江戸中期の寛保２年、奥州（福島県）でのこと。福島の蚕種家、遠藤氏が自家で製造した蚕種（蚕の卵）を「蚕都」と命名。この蚕種を遠藤氏と親交のあった上田藩上塩尻村の塚田与右衛門が仕入れ、当地近郷で販売したことから「蚕都」の名が上田小県で知られるようになった。　

「参考文献」画像　https://www.tamarokuto.or.jp/blog/rokuto-report/2020/09/05/kaiko25/	2022-02-08
	94	[image: 東京都の無電柱化との比較]	東京都の無電柱化との比較	　東京都では2020東京オリンピックに向けてこれまで街の無電柱化が大きく進められており、東京都では全国で初めて「東京都無電柱化推進条例」がオリンピック前に制定され、積極的かつ計画的に無電柱化が実施されてきた。
　また、東京都では台風などの被害が大きい三宅島や大島などの島しょ地域や停電・通信障害の影響が大きい空港など、2030年代までに都道・港・空港の完全無電柱化を進めており、上田地域と比較すると無電柱化の規模がとても大きいことがわかった。
　調べている中での余談だが、国土交通省では「道路の防災性能の向上」、「通行空間の安全性・快適性の確保」、「良好な景観形成」等の観点から国土交通省でも無電柱化は推進しており、「１」を並ぶ電柱に見立ててそれを「０」にするという意味で、11月10日を「無電柱化の	2022-02-02
	95	[image: ため池と防災]	ため池と防災	地震によって堤体に亀裂が入ったり、大雨によって水位が上昇したりして、決壊の危険性が高まることがある。これに対して、上田市はハザードマップを出している。ため池ハザードマップ|上田市ホームページまた、ため池は減災にも役に立っている。保水能力が高く、洪水を防いだり、土石流をせき止めたりすることもある。

実際に大雨被害では平成16年の台風23号によって淡路島だけで1013箇所のため池が被災し、内178か所が決壊してしまった。地震では平成23年の東日本大震災では、3700か所のため池が被災し、被害額約400億円の被害を出した。

参考
ため池の災害事例から見た減災機能と維持管理|茨城大学農学部毛利栄征
	2022-01-30
	96	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	呉市は、湾の周辺が島と山に囲まれ、背後には丘陵があり、敵の攻撃を防ぐうえで良好な場所ということで、設置された。

「此呉湾ヲ除キテ他二ナシ」という言葉が残されていることからも分かるように、軍港に最適であったということが伺える。

また、軍事機密ということで湾岸部の詳細な部分は、地図上からは消されるという修正が加えられた。
出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-01-29
	97	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	広島県呉市は、面積35,318平方キロメートル、人口213,640人と広島県三番目の都市。

平安時代に遣唐使の往来があったことや、平清盛が関係した「音頭の瀬戸」からも分かるように、古くから海と船にゆかりのある地域である。

明治時代には、海軍の拠点の一つとして海軍の鎮守府を置き、軍港と共に発展を遂げる。

海軍開庁時に、人口も増加に転じ、ピーク時には400,000人にも上り、職人だけで30,000人もいたが現在は半減し、尚も減少傾向にある。

終戦後、「旧軍港転換法」の成立により、現在の産業の発展の糧となる。

海軍の施設は、観光資源としても再利用され、毎年多くの観光客が訪れる。

2016年には、映画「この世界の片隅に」がヒットし、再び注目を浴びる。

出典：「富国強兵とひろしま～軍港呉～」
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploade	2022-01-29
	98	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	99	[image: 上田紬について①]	上田紬について①	〇紬とは
紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のこと。 絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面で独特の風合いがある。 丈夫で軽く、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物で、最初はかっちりとした着心地ですが、着慣れるほどに柔らかく馴染んできます。簡単に言うと、糸を先に染めたあとに布を織る絹織物でかつ、カジュアル
用のきもののことです。

〇上田紬の魅力
目の細かい糸使いでしっかりと織り込まれていて丈夫で強い。縞・格子柄が多く、　シンプルで飽きのこないデザインで江戸時代から織り継がれている。また、大島紬や結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られ、紬の中でも軽くて丈夫なことから全国で広く愛用されてきた。


〇上田紬の歴史
今から	2022-01-27
	100	[image: 上田紬とは]	上田紬とは	紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のことである。
上田紬は大島紬・結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られている。
絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面が独特の風合いを醸し出している。
作り手の減少により希少価値が高まっているが丈夫で軽く、値段に関係なく基本的には街着の扱いとされている。そのため、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物。

参考文献

https://docs.google.com/document/d/1xn4eb17SZiy6jdQkwIaHX_4cSMqIi7j1lhCLMud9r7s/edit
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/kankojoho/5580.html

https://ichiri-mall.jp/shop/c/cAB/#:~:text=%E7%B4%AC%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B4%AC%E7%B3%B8%E3%82%92,%E3%81%AB%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E9%A6%B4%E6%9F%93%E3%82%93%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82

https://www.city.ueda.nagano.jp/s	2022-01-26
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